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保育園等の広域入所      ○ ○ ○ ○ ○  ○ 13 

教育・文化・スポーツの振興 

 

 

学校教育に関する情報共有  ○ ○     ○     14 

交流学習       ○      14 
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有害鳥獣対策研究 ○ ○  ○ ○  ○ ○  ○  ○ 20 

森林機能の維持増進に関する研究  ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○  ○ 20 

学生等による地域課題への取組    ○   ○   ○  ○ 21 

災害対策の推進 

 風水害対応力の向上 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○    ○ 22 

 市民協働事業の推進（災害ボランティア） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ 23 

環境保全の推進 

 

ごみ焼却処理相互支援  ○  ○ ○ ○  ○  ○   24 

広域ごみ処理施設整備  ○        ○   24 
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生活交通による公共交通ネットワークの充実 

 路線バス等生活交通の維持・確保  ○   ○ ○    ○  ○ 28 

圏域内への移住・定住の促進 

 移住促進連携 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 29 

結びつきやネットワークの強化 

 

公共施設の相互利用の仕組み構築 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30 

包括連携協定に基づく公民連携    ○ ○ ○     ○ ○ 31 

市民協働事業の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ 32 

圏域マネジメント能力の強化 

 

外部専門人材の活用 ○ ○ ○ ○ ○ ○     ○   ○ ○ 33 

人事交流・育成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ ○ 34 

圏域データ等の活用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○   ○ 35 

パートナーシップ宣誓制度の導入促進及

び都市間相互利用 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○   ○ 36 

行政サービス提供機能の最適化 ○ ○   ○ ○ ○     ○ ○   ○ 37 

外国人コミュニケーション支援 ○  ○ ○ ○ ○ ○     ○ 38 

公共施設の質・量の適正化に向けた仕組

み構築 
  ○     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39 

 

【参考】圏域間連携事業 ........................................................ 40 

 

 

☆事業費欄は、本ビジョンを策定する時点での圏域市町の事業費見込合計額を記載しており、未定の場合は

「－」とします。また、毎年度予算編成に応じて見直しを行います。 

☆重要業績評価指標は、現状が把握できないなど、基準値が設定できないものを「－」とします。 

☆記載内容は、協議の状況や事業の進捗に応じ、適宜見直しを行います。 
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I. 圏域全体の経済成長のけん引 

 
 

事務事業名 スタートアップ企業支援 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、総社市、備前市、真庭市、吉備中央町 

事業目的 
 地域経済の担い手として期待されるスタートアップ企業を目指す層を増やし、多くの

スタートアップ企業を生み出す。 

事業内容 
 スタートアップ支援拠点の運営 

 拠点で開催されるイベントやスタートアップ支援について情報提供 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 75,000 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・スタートアップ支援拠点の運営 

・起業家をターゲットにしたイベントの開催 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・イベントの広報周知 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

拠点で開催される 

イベント参加者数 

1,800 人 

(令和２年度) 

2,000 人 

(令和８年度) 

 
  

【連携協約の取組】 新たな産業の創出及び地域産業の振興 

広域的な情報共有、企業マッチング等を行い、新たな産業の創出や育成に取り組むとともに、

中小企業に対する人材確保等の企業ニーズに応じた支援により、地域産業の振興に取り組む。 
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事務事業名 中小企業の経営健全化・人材確保等支援 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市 

事業目的 
 人材や後継者確保支援など、地域経済や雇用を支える中小企業が抱える課題解

決を図る。 

事業内容 

 圏域内企業による合同企業説明会の開催と新規学卒予定者等への参加の呼び

かけ 

 小規模企業に対するセミナーや後継者確保支援事業等の実施 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
1,590 千円 1,590 千円 1,590 千円 1,590 千円 1,590 千円 7,950 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・合同企業説明会やセミナーの開催に向けた調整及び取りまとめ 

・連携中枢都市として、必要な費用を負担する。 

・共同で実施する事業については、岡山市が一括契約、支払いを行い、連携市町へ

必要な費用を請求する。 

連携市町 
・セミナーや合同企業説明会の開催に向けた調整 

・岡山市等と協議の上、必要な費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

合同企業説明会への参加

企業数 

43 社/年 

（令和元～２年度） 

50 社 

(令和８年度) 

研修参加者人数 
22 人/回 

(令和元年度) 

30 人/回 

(令和８年度) 
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事務事業名 特産農産物ＰＲ ＳＤＧｓ 
 

連携市町 備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、和気町 

事業目的 
関係市町の特産農産物について、連携して広域的なＰＲに取り組むことにより、圏

域内外での販路の開拓・拡大を図る。 

事業内容 

 岡山市で開催する産直イベントでの特産農産物のＰＲ 

 県内外でのイベント等を活用した特産農産物のＰＲの実施 

 特産農産物のＰＲについて情報共有や新たな手法の検討 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
9,700 千円 9,700 千円 9,700 千円 9,700 千円 9,700 千円 48,500 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・岡山市で開催する産直イベントの出店調整 

・ＰＲイベント等の実施に向けた調整 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・岡山市で開催する産直イベント出店者の確保 

・ＰＲイベント等の実施に向けた調整 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

ＰＲイベントへの 

延べ参加生産者数 

13 者 

（令和３年度） 

18 者 

（令和８年度） 
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事務事業名 
岡山市と連携市町を結ぶ基幹道路ネットワーク

の整備 
ＳＤＧｓ 

 

連携市町 
津山市、総社市、備前市、瀬戸内市、真庭市、 

和気町、早島町、久米南町、美咲町、吉備中央町 

事業目的 

基幹道路ネットワークの整備を推進し、観光交流の拡大、企業活動の活性化、産

業の振興、救命救急活動の迅速化さらには災害時の緊急輸送路の確保等、円滑な

交通の確保を図る。 

事業内容 

 直轄国道の整備促進に向けた要望活動 

・国道２号、国道１８０号、空港津山道路（国道５３号） 

 岡山市と連携市町をつなぐ高速道路網の事業推進及び要望活動 

・中国横断自動車道岡山米子線４車線化、吉備スマートＩＣ２４時間化・大型車対

応 

 圏域の連携に資する幹線道路の整備推進及び要望活動 

・美作岡山道路、国道４２９号、（主）落合建部線 他 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
1,761,037千円 1,800,000千円 1,900,000千円 2,000,000千円 1,600,000千円 9,061,037千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・期成会・協議会の会長又は会員として、要望活動の実施 

・岡山市事業の推進 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・期成会・協議会の会長又は会員として、要望活動の実施 

・利用促進や整備促進活動 

・岡山市と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

要望活動の実績回数 
10 回 

（令和３年度） 

10 回以上/年 

（令和４～８年度） 
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II. 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

 

 

事務事業名 高齢者見守りネットワーク連携 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、吉備中央町 

事業目的 

高齢者の見守りに取り組みやすい環境整備を行い、より多くの見守りの目を確保

し、早期の情報共有、身元照会により早期発見、早期の身元判明につなげることで、

高齢者が安心して住み続けられる環境づくりを目指す。 

事業内容 

 連携市町に登録がある事業者からの通報対応 

 行方不明になった高齢者の捜索協力 

 一時保護した認知症の疑いのある高齢者の身元調査協力 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

協議 方針の決定 実施    
0 千円 0 千円 － － － 0 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・連絡会議の開催 

・市内関係各所との調整 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・連絡会議への参加 

・各市町内の関係各所との調整 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

方針の決定 － 
方針の決定 

（令和５年度） 

 

 

【連携協約の取組】 福祉サービスの向上 

誰もが暮らしやすい圏域づくりに向け、子育て環境の充実や高齢社会に対応した福祉サービス

の充実に取り組む。 
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事務事業名 夜間中学設置の検討・準備・運営 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、和気町、早島町、吉備中央町 

事業目的 

連携中枢都市である岡山市に設置を検討している夜間中学を圏域市町で活用す

ることで、様々な理由により実質的に義務教育を受けることができなかった圏域住民

等に対し就学の機会を確保する。 

事業内容 

 夜間中学設置の検討 

 夜間中学の設置準備 

 夜間中学の運営 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

方針の決定 実施     
1,000 千円 － － － － 1,000 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・設置方針等の検討、協議の調整、会議等の運営 

・夜間中学の整備・運営 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・夜間中学の整備・運営への参画 

・岡山市と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

開校準備 － 
完了 

（令和６年度） 
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事務事業名 岡山芸術創造劇場を活用した文化連携 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、 

早島町、吉備中央町 

事業目的 
令和５年９月１日の岡山芸術創造劇場の開館を契機として、関係市町が新劇場を

拠点に文化芸術関係事業で連携を図ることにより、圏域の文化力の向上に資する。 

事業内容 

 岡山芸術創造劇場の整備及び開館に向けたプレ事業の実施 

 関係市町で行われている文化芸術事業やイベントの広報等の情報共有や情報発

信の相互協力 

 新劇場で制作した作品やワークショップなどのコンテンツを関係市町で実施 

 関係市町で行っている文化芸術事業やイベントなどを新劇場の舞台で実施 

 関係市町と共同による創作作品の制作 など 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
13,628,000千円 － － － － 13,628,000千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・岡山芸術創造劇場の整備及びプレ事業の実施 

・担当者会議の開催 

・連携市町の情報の収集、共有及び共有された関係市町情報のＰＲ 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・担当者会議への参加 

・情報の提供、共有及び共有された関係市町情報のＰＲ 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

施設整備 － 
施設稼働 

（令和５年度） 
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事務事業名 文学によるまちづくり推進事業 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、早島町、吉備中央町 

事業目的 

地域の文学関係者を顕彰し、理解を深めるとともに、関係市町の文学賞等の情報

を共有し、財産として活用することで、地域への愛着や誇りを醸成するとともに、圏域

の文化力の向上を図る。 

事業内容  文学関係の事業の情報収集、共有及び発信によるＰＲ 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

 実施     
 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・文学に関する事業の実施 

・担当者会議の開催 

・連携市町の情報の収集、共有及び共有された関係市町情報のＰＲ 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・文学に関する事業の実施 

・担当者会議への参加 

・情報の提供、共有及び共有された関係市町情報のＰＲ 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

文学関係事業の PR 回数 － 
７回/年 

（令和５～８年度） 
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事務事業名 有害鳥獣対策研究 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、玉野市、備前市、瀬戸内市、真庭市、和気町、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
関係市町と情報を共有し、より効果的な被害対策について研究することで、有害鳥

獣による農作物被害を減少させる。 

事業内容  被害対策に関する情報共有 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 
・担当者会議の開催、情報の共有 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・担当者会議への参加、情報の共有 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

担当者会議の回数 
２回/年 

（平成 29～令和２年度） 

２回以上/年 

（令和４～８年度） 

 

事務事業名 森林機能の維持増進に関する研究 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、真庭市、早島町、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
森林環境譲与税の有効な活用方法について、関係市町と情報を共有し、研究する

ことにより、森林の持つ多面的機能のさらなる維持増進を図る。 

事業内容  森林環境譲与税活用事業に関する情報共有 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

 実施     
 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 
・担当者会議の開催、情報の共有 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・担当者会議への参加、情報の共有 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

担当者会議の回数 － 
１回以上/年 

（令和５～８年度） 

【連携協約の取組】 地域生活機能の強化 

圏域内の集落機能の強化に向け、各地域における課題解決に取り組む。 
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事務事業名 ごみ焼却処理相互支援 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、和気町、久米南町 

事業目的 
ごみ焼却処理の一時的な不具合により処理しきれない可燃ごみについて相互に支

援することで、安定的なごみの焼却処理を行う。 

事業内容  施設トラブルによる緊急停止時等におけるごみの一時的受入れの実施 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 
・ごみの受入れ 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・ごみの受入れ 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

ごみ処理受入率 
100％ 

（平成 30 年度） 

100％ 

（令和４～８年度） 

 

事務事業名 広域ごみ処理施設整備 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、久米南町 

事業目的 
老朽化した施設を統廃合し、新たに広域的処理施設を整備することにより、安全・

安定的なごみの焼却処理を図る。 

事業内容  岡山ブロック構成市町と連携した広域ごみ処理施設の整備 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
143,000 千円 2,105,070千円 1,234,244千円 5,107,674千円 11,991,573千円 20,581,561千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・岡山ブロック協議会の運営 

・広域ごみ可燃ごみ広域処理施設の整備 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・岡山ブロック協議会への参加 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

施設整備 － 
完工 

（令和８年度） 

【連携協約の取組】 環境保全の推進 

持続可能な圏域の実現に向け、排出ごみ対策、環境保全や環境意識の啓発に取り組む。 
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事務事業名 路線バス等生活交通の維持・確保 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、瀬戸内市、赤磐市、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
関係市町で連携し、利用促進を図ることで、買い物や通院等の日常生活に欠かせ

ない路線バス等の生活交通を維持・確保する。 

事業内容 

 岡山市と連携市町を繋ぐ生活交通の確保 

・玉野市のコミュニティバスの路線延長、玉野市の乗合デマンドタクシー｢シータク｣

と岡山市灘崎町迫川地区の乗合デマンドタクシー｢ブンタク｣との連携 

・岡山市東区西大寺と瀬戸内市を結ぶバス路線の利用促進 

・岡山市・久米南町間のバス路線に関する検討 

・岡山市・吉備中央町間のバスネットワークの再構築及び利用促進に関する検討 

 高齢者・障害者の運賃割引制度の対象エリア拡大の検討・実施 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
8,330 千円 7,780 千円 7,280 千円 7,280 千円 7,280 千円 37,950 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・連携市町との情報共有、連絡調整 

・連携取組の進捗管理 

・岡山市での連携事業の実施 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・岡山市等との協議及び調整 

・各市町での連携事業の実施 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

主要バス路線利用者数 
24,612 人/日 

（令和２年度） 

26,079 人/日 

（令和８年度） 

 
 

【連携協約の取組】 生活交通による公共交通ネットワークの充実 

広域的な移動手段を維持・確保するため、身近な生活交通をつなぎ、公共交通ネットワークの

充実に取り組む。 
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事務事業名 移住促進連携 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 全市町 

事業目的 
行政区域を越えた圏域全体の移住・定住の促進に取り組み、圏域への移住人口

の増加を図り、人口減少幅を可能な限り小さく抑える。 

事業内容 

 岡山市移住・定住支援協議会を活用した移住相談イベント会（東京・大阪・オンラ

イン）の共同実施 

 移住下見ツアーの共同実施 

 移住相談窓口「おかやまぐらし相談センター（東京・大阪）」の運営 

 新たな移住・定住支援施策（関係人口の創出、テレワーク支援、ワ―ケーション

等）の検討・実施 

 情報発信（特設ウェブページ及びフリーペーパー「GYOSAN おかやま」） 

 日々の相談対応業務における連携、情報共有 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
58,228 千円 58,228 千円 58,228 千円 58,228 千円 58,228 千円 291,140 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・担当者会議の開催 

・移住相談イベント会、オンライン座談会、おかやまぐらし相談センター及びウェブサ

イトの運営 

・移住下見ツアーの実施 

・連携市町と協議の上、必要な費用を負担する。 

・共同で実施する事業については、岡山市が一括契約、支払いを行い、連携市町へ

必要な費用を請求する。 

連携市町 

・担当者会議への参加 

・移住相談会、オンライン座談会、移住下見ツアーへの参加 

・おかやまぐらし相談センター、ウェブサイトの運営協力 

・岡山市等と協議の上、必要な費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

移住定住支援により 

圏域内に移住した人数 

400 人 

（令和２年度） 

600 人 

（令和８年度） 

 

 

【連携協約の取組】 圏域内への移住・定住の促進 

人口の減少を可能な限り抑えるため、圏域内への移住・定住の促進に取り組む。 
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事務事業名 包括連携協定に基づく公民連携 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 備前市、瀬戸内市、赤磐市、美咲町、吉備中央町 

事業目的 
公民連携の一環として包括連携協定を締結し、民間企業の有する資源を積極的に

活用することで、圏域の持続的な発展を図る。 

事業内容 
 岡山市が民間企業と締結する包括連携協定の連携項目に「岡山連携中枢都市

圏の取組に関すること」を追加し、効果を圏域に波及 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
66 千円 66 千円 66 千円 66 千円 66 千円 330 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・民間企業との包括連携協定の締結・改訂 

・民間企業からの提案事業を連携市町に共有 

・連携市町と民間企業との取組実施調整 

・セミナー、勉強会等の実施 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・事業提案 

・セミナー、勉強会等の実施 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

連携中枢都市圏を対象と

する協定の締結・改訂数 
－ 

５件（累計） 

（令和４～８年度） 
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事務事業名 外部専門人材の活用 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、 

早島町、美咲町、吉備中央町 

事業目的 

多様化・複雑化している行政の課題解決のため、民間企業で活躍し、かつ専門分

野での知識・経験を持った民間人材（外部専門人材）を募集・活用することで、施策の

実効性の向上と職員の知識等の向上を目指す。 

事業内容  外部専門人材による研修会の開催 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
10,000 千円 10,000 千円 10,000 千円 10,000 千円 10,000 千円 50,000 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・外部専門人材の募集 

・研修会の開催 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・研修会への参加 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

研修会実施回数 － 
５回（累計） 

（令和４～８年度） 

 
 

【連携協約の取組】 圏域マネジメント能力の強化 

圏域市町のマネジメント能力の強化に向け、職員育成や、行政サービスの利便性・効率性等の

向上に取り組む。 
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事務事業名 行政サービス提供機能の最適化 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、玉野市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、早島町、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
デジタル技術活用手法の共有など連携を図ることにより、圏域における行政事務の

効率化や住民サービスの向上を目指す。 

事業内容  デジタル技術活用手法等に関する研修会の開催 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・研修会の開催 

・情報収集、取りまとめ 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・研修会への参加 

・情報収集 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

研修参加者人数 － 
80 人（累計） 

（令和４～８年度） 
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事務事業名 外国人コミュニケーション支援 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、吉備中央町 

事業目的 
外国人住民のコミュニケーションにおける利便性向上を図り、誰もが暮らしやすい

多文化共生の圏域構築を目指す。 

事業内容 
 行政窓口等での多言語対応に関する課題解決に向けた、外国人住民のコミュニ

ケーション支援や行政情報の提供方法等に関する情報共有 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

協議 方針の決定 実施    
0 千円 150 千円 － － － 0 千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 
・連携市町との連絡、調整、協議、調査等の取りまとめ 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・岡山市と連携し、協議、調査等 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

方針の決定 － 
方針の決定 

（令和５年度） 
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事務事業名 
公共施設の質・量の適正化に向けた 

仕組み構築 
ＳＤＧｓ 

 

連携市町 
玉野市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、 

和気町、早島町、久米南町、美咲町、吉備中央町 

事業目的 
更新時期を迎える公共施設について、その安全対策や財政負担の増大が喫緊の

課題となる中、維持管理経費の縮減に向け、公共施設の質・量の適正化を図る。 

事業内容 

 圏域内施設の状況の「見える化」及び発信 

 瀬戸内市新火葬場（仮称）の建設及び運営 

 岡山ブロック構成市町と連携した広域ごみ処理施設の整備（P.2324 事業再掲） 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      
454,961 千円 773,812 千円 448,971 千円 300 千円 300 千円 1,678,344千円 

役
割
・
費
用
負
担 

岡山市 

・実務担当者会議の開催、検討材料の情報収集及び意見取りまとめ、事業各種調整 

・瀬戸内市新火葬場（仮称）整備に関する連絡会議の開催、進捗状況の把握、事業

全般の協議 

・広域ごみ可燃ごみ広域処理施設の整備及び岡山ブロック協議会の運営（P.2324 事

業再掲） 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・実務担当者会議への参加、調査・情報収集、連携市町間での意見交換、事業各種

調整 

・瀬戸内市新火葬場（仮称）整備に関する事業の推進、連絡会議の開催、進捗状況

の情報提供、事業全般の協議 

・岡山ブロック協議会への参加（P.2324 事業再掲） 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

「見える化」事業数 
１事業 

（令和２年度） 

３事業 

（令和８年度） 

瀬戸内市新火葬場（仮称） 

施設整備 
－ 

施設稼働 

（令和７年度） 

広域ごみ処理施設施設整備  

（P.2324 事業再掲） 
－ 

完工 

（令和８年度） 

※事業費（見込額）は「「見える化」事業」「瀬戸内新火葬場（仮称）整備事業」の合計。「広域ごみ処理施設整備事業」の事業費

は P.2324 に掲載 
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【参考】圏域間連携事業 

 

 

事務事業名 特産農産物ＰＲ ＳＤＧｓ 
 

事業目的 
関係市町の特産農産物について、連携して広域的なＰＲに取り組むことにより、圏

域内外での販路の開拓・拡大を図る。 

事業内容  両圏域の産直イベント等での特産農産物のＰＲ 

 

事務事業名 圏域内周遊に向けた観光資源発信 ＳＤＧｓ 
 

事業目的 
圏域市町が有する歴史・文化資源等を魅力的な観光資源として活用することによ

り、誘客の拡大や滞在時間の延長、圏域全体の交流人口の増加につなげる。 

事業内容  両圏域に存する７つの日本遺産を共同でＰＲ 

 

事務事業名 ＥＳＤ実践 ＳＤＧｓ 
 

事業目的 

圏域共通の様々な課題の解決に向けて、圏域住民が相互に「学びあい、気づき、

行動する」ＥＳＤによる人づくりに連携して取り組むことで、持続可能な都市圏の構築

を目指す。 

事業内容 
 職員や地域住民を対象としたＥＳＤ・ＳＤＧｓ研修の実施 

 両圏域で連携したイベントやパネル展示等によるＥＳＤ・ＳＤＧｓの啓発 

 

事務事業名 気候変動対策 ＳＤＧｓ 
 

事業目的 
共同で地球温暖化対策に取り組むことにより、圏域での二酸化炭素排出削減を推

進する。 

事業内容 
 好取組事例や課題解決策の研究 

 共同事業についての検討 

 

 

高梁川流域連携中枢都市圏との連携事業 

連携取組の効果のさらなる発現に向け、下記の取組を連携して実施 
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事務事業名 市民協働事業の推進 ＳＤＧｓ 
 

事業目的 
課題解決を行う主体的な市民活動団体の広域展開を支援し、関係市町内で課題

解決を図る主体、また自治体の協働のパートナーとなる主体の拡大を図る。 

事業内容  地域課題等に対応した研修等の開催 

 

事務事業名 圏域データ等の活用 ＳＤＧｓ 
 

事業目的 
データから圏域及び地域の特色を把握することにより、地域分析・経済分析に役立

て、各施策に活かせるよう、研修により関係市町職員の資質向上を図る。 

事業内容  統計データ等を用いた地域分析に関する研修会の開催 
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